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問　

大
島
大
橋
は
、
昭
和
48
年
に
橋

脚
工
事
が
始
ま
り
昭
和
51
年
７
月
の

開
通
か
ら
約
半
世
紀
が
経
過
し
、
橋

脚
部
の
補
修
工
事
等
多
額
の
工
事
費

を
投
じ
て
維
持
管
理
が
な
さ
れ
、
住

民
の
生
活
道
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

　

一
昨
年
10
月
22
日
に
発
生
し
た
、

前
代
未
聞
の
貨
物
船
衝
突
事
故
は
記

憶
に
新
し
く
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸

断
さ
れ
、
40
日
に
及
び
断
水
・
車
両

通
行
規
制
が
続
い
た
。

　

大
島
大
橋
の
管
理
状
況
等
は
、
定

期
的
に
山
口
県
と
情
報
交
換
が
さ
れ

て
い
る
か
。

答　

山
口
県
は
、橋
脚
の
鉄
鋼
杭
の
補

修
、防
食
対
策
、床
版
補
修
、塗
装
等
の

長
寿
命
化
対
策
に
加
え
、耐
震
補
強
も

併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
５
年
毎
に
点
検
を
行

い
、健
全
度
の
診
断
結
果
に
基
づ
き
管

理
を
行
う
と
と
も
に
、長
大
橋
で
特
殊

な
構
造
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個

別
に
補
修
計
画
を
作
成
し
長
寿
命
化

に
努
め
、今
後
も
適
切
な
維
持
管
理
を

実
施
し
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

問　

飲
料
水
・
生
活
用
水
の
確
保
に

に
つ
い
て
問
う
。

答　

令
和
元
年
度
に
お
い
て
、
旧
簡

易
水
道
施
設
水
源
井
戸
調
査
を
実
施

し
、
非
常
用
水
源
と
し
て
利
用
可
能

な
３
か
所（
久
賀
、油
宇
、鹿
家
）
で
、

断
水
中
の
臨
時
給
水
の
最
大
水
量
を

大
き
く
上
回
る
安
定
し
た
揚
水
量
が

得
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
そ
の
後
、

西
安
下
庄
地
区
安
西
水
源
も
利
用
可

能
と
の
追
加
報
告
が
あ
り
、
利
用
可

能
な
１
日
当
た
り
の
揚
水
量
は
、
臨

時
給
水
最
大
水
量
の
２
倍
近
く
を
確

保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、地
震
等
の
被

害
に
備
え
、島
外
に
水
を
求
め
る
必
要

は
低
く
な
っ
た
が
、
旧
水
源
地
を
給

水
車
の
補
水
基
地
に
し
、
島
内
で
の

配
水
手
段
等
、
更
な
る
計
画
・
準
備

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

電
力
供
給
に
つ
い
て
問
う
。

答　

電
力
は
、
中
国
電
力
か
ら
の
供

給
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
が
、一

昨
年
の
大
島
大
橋
貨
物
船
衝
突
事
故

に
よ
り
大
島
大
橋
下
部
の
電
力
ケ
ー

ブ
ル
が
断
線
し
、現
在
は
、架
空
送
電

線
１
回
線
で
の
供
給
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、中
国
電
力
に
お
い

て
現
行
の
設
置
基
準
に
沿
い
新
た
な

送
電
塔
を
建
設
し
た
う
え
で
、架
空
送

電
線
２
回
線
を
架
設
す
る
計
画
と
し
、

令
和
２
年
12
月
か
ら
の
運
用
開
始
を

目
指
し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
断
線
や
損

傷
が
発
生
し
た
場
合
、
架
空
送
電
線

で
あ
れ
ば
、
部
材
の
調
達
は
比
較
的

容
易
で
あ
り
、
ま
た
、
よ
り
短
期
間

に
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
架
空
送
電

線
を
２
回
線
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

問　

島
内
の
燃
料
の
備
蓄
に
つ
い
て

問
う
。

答　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
財
政
規
模
の
小
さ
い
本
町
に
お

い
て
は
、
燃
料
等
を
十
分
に
備
蓄
す

る
こ
と
は
大
変
困
難
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
事
態
が
起
き
た
場
合
は
、
自

衛
隊
の
派
遣
や
国
の
機
関
等
に
頼
る

こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
町
内
に
あ

る
民
間
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
と
連

携
し
た
対
応
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
資
源

を
活
用
し
総
合
的
な
判
断
の
も
と
、

で
き
る
限
り
の
災
害
対
応
を
と
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

食
料
の
供
給
に
つ
い
て
問
う
。

答　

現
在
、
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
非
常
食
及
び
非
常
用
飲
料
水
の
備

蓄
を
し
て
い
る
が
、
備
蓄
数
量
は
充

分
な
も
の
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
あ

く
ま
で
緊
急
用
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
以
前
か
ら
防
災
講
演
会
、
各
種

防
災
訓
練
等
を
通
じ
各
家
庭
で
最
低

３
日
分
の
非
常
食
、
飲
料
水
の
確
保

の
周
知
に
努
め
て
い
る
が
、
で
き
れ

ば
１
週
間
分
を
確
保
す
る
こ
と
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
様
々
な
機
会
で
周

知
を
図
り
た
い
。

問　

避
難
保
険
の
加
入
に
つ
い
て
問

う
。

答　

避
難
保
険
は
、
自
然
災
害
ま
た

は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
、町
が
「
避

難
指
示
、
避
難
勧
告
」
を
発
令
し
た

こ
と
に
よ
り
、
避
難
所
設
置
、
炊
き

出
し
そ
の
他
に
よ
る
食
品
の
供
与
な

ど
、
町
が
負
担
し
た
経
費
に
つ
い
て

補
償
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
近
年
、

全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
災
害
を

目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
と
、
加
入

の
必
要
性
も
踏
ま
え
、
様
々
な
角
度

か
ら
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。
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